











































































































































































































































































































































































































































































































































































アイスワーラ （ー冷水）、トゥーナ （ーツナ缶）、ストゥ （ーシチュー缶）、コーヒーシャー
プ（食堂）
和製外来語に似たつぎのような琉製外来語もある。
カルテックス（給油所、米国カルテックス社の給油所名から）、ワシミルク（練乳、
EAGLE印の缶のデザインから）
４．日本漢語の琉球方言内での音韻変化
近世以降に琉球方言にはいった借用語は、琉球方言でおきたさまざまな音韻変化の順序
や時期を特定するうえで重要なカギをにぎっている。琉球方言でおきた音韻変化の多様さ、
はげしさ、複雑さが下位方言ごとにことなることは、近世以降に借用された単語の音韻変
化をみることによって、音韻変化の時間差や借用された時期の特定、ひいては音韻変化の
時期の特定につながる。和語のばあい、それが日本祖語から継承されているものか、のち
の時代に借用されたものか見わけがつきにくい。しかし、日本漢語のばあい、琉球方言に
借用された時期がことなるとしても祖語にはさかのぼらない。日本漢語にみられる音韻変
化の分析をとおして、琉球方言でおきた音韻変化の順序や時期を検討することが可能では
ないかとかんがえる。
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４．１　音韻変化の順序
宮古方言でjaf（厄）sajaf（細工、大工）などの漢語の＊kuはfに変化した語形があらわれ
ているが、duku（毒）、pja:ku（百）の＊kuはfに変化せずkuのままの語形があらわれている。
宮古方言にとりいれられた時期のちがいをしめしているのだろう。
仏教用語の漢語で、本尊への供物や住僧の食事の調理などをする建物、あるいは、寺で
住職や家族などの住む所、仏殿、本堂に対する僧房、厨房の総称などをあらわす「庫裡（く
り）」に対応するとかんがえられる宮古島市平良下里方言の語形は、kuːzである8)。この語
形は、宮古方言で＊ku＞fの変化ののちに借用されたものであることと同時に、＊ri＞zの変
化の前に借用されたものであることが想定される。そして、宮古方言では＊ku＞fの変化が
先におこり、＊ri＞zの変化があとでおこったことがわかる。
おなじ単語の今帰仁方言の語形はk‘uiである。今帰仁方言のばあい、＊ku＞k’u、＊ko＞
huがみられるのでk’uiが期待されるのだが、実際には、k‘uiである。したがって、この語形
は、宮古方言のkuːzとおなじく＊ko＞hu、＊ku＞k’uの変化ののちに借用されたのではない
かとかんがえられる。しかも今帰仁方言でおきた＊ri＞iの変化が適応されているので、 
＊ri＞iの変化のまえに借用されていることがわかる。この点も宮古方言のばあいに似ている。
「烏賊の墨」の意をもつ今帰仁方言のk’uriː、宮古方言のffi、八重山方言のɸɸeː9)は、「水の
底によどむ黒い土」の意の「涅（くり）」に対応するとかんがえられるものである。古代
日本語では「庫裡」とおなじ語形をもつが、「庫裡」とはことなり、いずれの下位方言も
期待どおりの語形があらわれている。和語系の「涅」は祖語にさかのぼる可能性がある一
方で、漢語系の「庫裡」があたらしい借用の可能性がたかく、琉球方言にとりいれられた
時期のちがいが語形のちがいに反映しているのであろう。
４．２　音韻変化の時期
琉球方言の下位方言では、それぞれに特徴的な音韻変化がおきていて、おおきな方言差
をうみだしている。下位方言に借用された日本漢語の語形にあらわれる方言差を検討し、
借用された時期を特定できれば、音韻変化の時期を想定することができる。
沖縄島以南の沖縄方言、宮古方言、八重山方言、与那国方言では＊awa＞aの変化がおき
ている。
naː（縄）、kaː（皮）、kaː（井戸・＜川）、taːra（俵）、saːra（鰆・魚名）
８　 ニコライ・A・ネフスキーの手書きノート「宮古諸島の語彙研究のための資料」（早稲田大学附属図
書館所蔵マイクロフィルム）の記載語形による。平良方言で「室、部屋」の意。多良間方言ではku:l、
八重山方言ではku:ru。
９　 石垣四箇方言のɸɸe:は母音に変化があってわかりにくいが、複合語のɸɸiiru（黒色）は対応も語形変
化もわかりやすい。
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いっぽう、奄美大島、徳之島、沖永良部島、与論島、喜界島の奄美諸島のばあい、＊awa
＞oの変化がおきている。
no（縄）、ko（皮）、ko（井戸・＜川）、toːra（俵）、soːra（鰆・魚名）10)
語形のちがいがみられるふたつの地域を区分する有意味な境界線が1609年の薩摩藩の琉
球侵略による奄美諸島割譲によってひかれたものだとするなら、17世紀前半までは、＊awa
のwはまだ消失しておらず、奄美沖縄祖方言の語中wは完全には消失していないとみるの
が穏当だろう。したがって、奄美沖縄諸方言と宮古八重山諸方言が分岐する以前の琉球祖
語では＊awaのwの消失（沖縄島以南の方言）、wの融合（与論島以北の奄美諸島の方言）
はおきていないとみることができる。1609年の薩摩侵略後ただちに、奄美諸島の方言で＊
awa＞oがおき、沖縄以南の諸方言でwが消失するのではなく、一定期間をへておきるもの
だとみるなら、aと結合するwが消失するのは、17世紀半ばあるいは18世紀以降ではなかろ
うか。
漢語由来の移入語の「茶碗」は、奄美沖縄諸方言のおおくの下位方言でtʃawaNである。
このことは、奄美諸島の方言では＊awa＞oːの同化が完了したあとの移入語であり、沖縄諸
島の方言ではawa＞aːのw消失が完了した後の移入語であることを示唆している。そうでな
ければ、tʃoːNやtʃaːNなどの語形になっているはずである。tʃawaN（茶碗）の借用は17世
紀以降、おそらく18世紀以降ではなかろうか。
石垣島白保方言の[ʃaban]（茶碗）も、他の宮古八重山諸方言のtʃaban（茶碗）も11)それ
が移入されたのは、awa＞aːの変化以降であり、しかも宮古八重山諸方言で＊w＞bがおき
るまえだろう。それが沖縄を経由してもちこまれたのであれば、奄美沖縄諸方言でawa＞
oː、awa＞aːの変化が終了した17世紀半ば、18世紀以降であろう。そして、＊w＞bがおきた
のも17世紀半ば、18世紀以降ということになるであろう。白保方言のtʃa＞ʃaの変化もそれ
以降である。
追記：本稿は文部科学省科学研究費基盤研究B課題番号23320140「近世琉球社会におけ
る言語運用の諸相に関する総合的研究」（代表者：高良倉吉）の研究成果の一部である。
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